
未来を生きる子どもたちへのメッセージ ○74  

『博物館の二つの企画展』  

 

以前にも書きましたが、私は清須市にある「あいち朝日遺跡ミュージアム」に

定期的に通っています。企画展が替わるたびに見学に行きます。前回は「愛知の

発掘調査 2025」を見てきました。尾張部（名古屋市）の弥生時代の住居（掘立

柱建物）や墓（方形周溝墓）の様子、そこから出土した円窓付土器をはじめとし

た土器、三河部の前方後円墳とその石室の調査を知りました。今回の企画展は

「一宮市萩原遺跡群」が６月 21日まで展示されています。その中には、愛知県

の発掘調査区で見つかった朝日銅鐸（清須市）と八王子銅鐸（一宮市）を見るこ

とができ、銅鐸の音色と合わせて、弥生時代のワンターランドに入ります。出土

状況がはっきり分かる珍しい銅鐸です。銅鐸が見つかった状況（逆さであったり、

寝かせてあったり）の解説もありました。八王子銅鐸の見つかった日、私はその

発掘現場、すぐ近くでトランシット（測量器）を立てていました。また銅鐸の取

り上げをした時にはビデオカメラ係を務めました。東海地方の特色となってい

る紅殻を使った赤色の美しい土器（パレス土器）も一度見てほしいと思います。 

 

もう一つは名古屋市の徳川美術館で行われている「豊臣兄弟！」の企画展です。

今年のＮＨＫ大河ドラマに係る特別展で大変人気を集めています。信長・秀吉・

家康の三英傑に加え、史上最高の補佐役（ナンバー２）豊臣秀長について展示が

行われています。津島神社の楼門は秀吉が、南門は秀頼が寄進し、秀吉は尾張津

島天王祭をこよなく愛し、大坂に移そうとしていたと言われています。そんな津

島と深い関わりのある人たちの企画展です。三人の肖像画や書状、秀長愛用の茶

入や兜を見てほしいと思います。調整型で人の話をよく聞いたと言われる秀長

の人となりに関心をもって下さい。津島は信長・秀吉の家臣として活躍した津島

衆がおり、賤ヶ岳の七本槍の加藤清正や平野長泰のように津島にエピソードを

残す武将もいます。常設展では、徳川美術館には多くの合戦図屏風や刀、兜、鉄

砲もあり、戦国時代の戦いの雰囲気を味わうこともできます。自分の人生の中で

徳川美術館の講堂で「郷土愛はふるさと検定から」という講演をしたことが大き

な自慢となっています。美術館の講師専用入口から入れて頂きました。 

 

この二つの企画展、博物館を５月・６月に訪ねていただきたいと思います。さ

らに全国にあるお城や城館を訪ね、兵どもの戦さのあとに関心をもっていただ

きたいと思います。私も御朱印に合わせ御城印も始めたところです。 
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